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i-Constructionとは何か 



ｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎについて（11/24大臣会見資料より） 

一人一人の生産性を向上させ、企業の経営環境を改善 
建設現場に携わる人の賃金の水準の向上を図るなど魅力ある建設現場に 
死亡事故ゼロを目指し、安全性が飛躍的に向上 

□規格の標準化 
• 寸法等の規格の標準化された部材の拡大 
 

□施工時期の平準化 
•２ヶ年国債の適正な設定等により、年
間を通じた工事件数の平準化 

プロセス全体の最適化へ 

プロセス全体の最適化 

今こそ生産性向上のチャンス 

労働力過剰を背景とした生産性の低迷 
• バブル崩壊後、建設投資が労働者の減少を上回って、ほぼ一貫して労働力過
剰となり、省力化につながる建設現場の生産性向上が見送られてきた。 

生産性向上が遅れている土工等の建設現場 
• ダムやトンネルなどは、約３０年間で生産性を最大１０倍に向上。一方、土工や
コンクリート工などは、改善の余地が残っている。（土工とコンクリート工で直轄
工事の全技能労働者の約４割が占める）（生産性は、対米比で約８割） 

依然として多い建設現場の労働災害 
• 全産業と比べて、２倍の死傷事故率（年間労働者の約0.5%（全産業約0.25%）） 

予想される労働力不足 
• 技能労働者約340万人のうち、約110万人の高齢者が10年間で離職の予想 

• 労働力過剰時代から労働力不足時代への変化が起こると予想されている。 
• 建設業界の世間からの評価が回復および安定的な経営環境が実現し始めている今こそ、抜本的な生産性向上に取り組む大きなチャンス 

□ＩＣＴ技術の全面的な活用 
• 調査・設計から施工・検査、さらには維持管理・更新までの全ての
プロセスにおいてICT技術を導入 

従来 ： 施工段階の一部 
今後 ： 調査・設計から施工・検査、さらには維持管理・更新まで 

i-Constructionの目指すもの 
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i-Constructionの取り組み概要 i-Constructionの取り組み 



• ３Dソフトが利用できれば対応可能？ 

 

• ベンダー殿からの提案をうければ対応可能？ 

 

• 情報を共有すれば対応可能？ 

 

• 情報化施工を実施できれば対応可能？ 

 

 



• 考え方の標準化 

– プラットフォームの提供 

 

• ツールの標準化 

– 各種基準で規定された機器ツールのスペック 

 

• データ評価の標準化 

– 出来形帳票による面的管理の考え方 

 

 

 

 

 



②．積算 

路体（築堤）盛土（15,000m3）の場合の試算 

機械経費 労務費・その他経費 

省力化による減 ICT建機の導入による増 

ICT建機の普及による減 

ICT建機の投資に見合う 

積算基準を導入 

《新たな積算基準のポイント》 
 
 ①対象工種 

  ・土工（掘削、路体（築堤）盛土、路床盛土） 
  ・法面整形工 

 

 ②新たに追加等する項目 

  ・ＩＣＴ建機のリース料 

   （従来建機からの増分） 
  ・ＩＣＴ建機の初期導入経費 

   （導入指導等経費を当面追加） 
 

 ③従来施工から変化する項目 

  ・補助労務の省力化に伴う減 

  ・効率化に伴う日当たり施工量の増 

従来施工の 

1.1倍程度 

・ＩＣＴ建機の普及に向け、ＩＣＴ建設機械のリース料などに関する新たな積算基準を策定 

・既存の施工パッケージ型の積算基準をＩＣＴ活用工事用に係数等で補正する積算基準 

※施工パッケージ型とは、直接工事費について施工単位ごとに機械経費、労務費、
材料費を含んだ施工パッケージ単価を設定し積算する方式です。 

※比較用の試算のため、盛土工のみで試算しています。実際の工事では、
ＩＣＴ建機で行わない土砂の運搬工等の工種を追加して工事発注がなさ
れます。 6 

ICT活用工事【土工】の積算 ICT施工技術の活用促進 



ＭＣ／ＭＧ施工 
・重機の日当たり 

 施工量約1.5倍 

・作業員 約1/3 

ＩＣＴ技術の全面的な活用（土工）の実施内容 

i-Construction 

設計図に合わ
せ丁張り設置 

検測と施工を繰
り返して整形 

丁張りに合わせ
て施工 

測量 
設計・ 
施工計画 

検査 従来方法 

測量の実施 

平面図 縦断図 

横断図 

設計図から施工
土量を算出 

施工 

②ドローン等による３次元計測
基準の整備測量 

これまでの情報化施
工の部分的試行 ３次元 

データ作成 

書類による検査 

測量 検査 

④数量
算出の３
次元化 

施工者の任意データ 

施工 

②３次元計測 

３次元ﾃﾞｰﾀ 

修正 
①３次元ﾃﾞｰﾀの
契約図書化 

ドローン等による写真測量等により、短時
間で面的（高密度）な３次元測量を実施。  

①３次元ﾃﾞｰﾀの契約図書化 

設計・ 
施工計画 

③３次元
出来形
管理 

書類作成 

⑤３次
元ﾃﾞｰﾀ
の納品 

⑥３次元
ﾓﾃﾞﾙに
よる検査 

③３次元出来形管理
基準の整備 

多点観測を前提とした面的な
施工管理基準の設定 

⑥３次元ﾓﾃﾞﾙによる検査
基準の整備 

平均値 

施工段階の一連の利用の前提として、 

施工前に契約図書を３次元化。 
３次元設計ﾃﾞｰﾀとの差を面
的に評価する 

契約図書化 

i-construction内要は、
実施はｲﾒｰｼﾞ 







無人飛行機をつかった出来形管理の仕組み 

半日 ＵＡＶをつかって写真撮影 

半日 

複数写真から１枚の全体 
写真を作成 
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半日 ＵＡＶをつかって写真撮影 

半日 

複数写真から１枚の全体 
写真を作成 

1日 

全体写真から３次元の 
点データを作成 
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半日 

３次元の点データを３次
元ＣＡＤで表示 

半日 

３次元ＣＡＤをつかって
概算土量を計算 
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土工比較事例 
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２０１４１０３０ 

２０１４１１３０ 



土工比較事例 
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土工比較事例 
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３Dレーザスキャナを利用した土工管理例 

３Dレーザ測量 

（5回計測で全体把握） 

点群事前処理 

点群から 
３DCADへの適用 

３Dレーザスキャナのスキャンスピードと精度 
Point! 
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ＩＣＴ活用工事の発注～工事完成までの流れと主な基準の関係 
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【凡例】 

実施方針通知（ＨＰ未掲載） １３，１４監督検査要領に記載 

６ 施工履歴データによる土工の出来高算出要領（案） 
１２部分払における出来高取扱方法（案） に記載 

納
品 

ＩＣＴ活用工事の発注～工事完成までの流れと主な基準の関係 



空中写真測量(無人航空機)を用いた出来形管理要領(土工編)(案)抜粋 



飛行状況 

通常時 
（5m/s） 

iCon対応 
（1m/s） 



空中写真測量(無人航空機)を用いた出来形管理要領(土工編)(案)比較 

飛行高度 焦点距離 地上解像度 ラップ率 飛行速度 飛行時間 作業時間 写真枚数 

大林標準 60m 16mm 2cm 80-60％ 5m/s 約3分 約10分 約160枚 

i-Con対応 60m 30mm 1cm 90-60％ 1m/s 約30分 約90分 約1000枚 

※1フライト15分程度としているため、i-Con対応 

 フライトは３回に分けてフライトを実施 

 

対象面積 概略解析 基準点検証 本解析 計 

大林標準 約2.5ha 0.5h 0.5h 0.2h 1.2h 

i-Con対応 約2.5ha 4.5h 2h 4.5h 11.0h 

フライト比較 

解析比較 

※解析ソフトはAgisoft社製のPhotoScanProを使用 



フライトプラン（通常時） 

ラップ率 



ラップ率 

フライトプラン（i-Con対応①） 



フライトプラン（i-Con対応②） 



フライトプラン（i-Con対応③） 



地上画素寸法の考え方 

センサーサイズ 

写真サイズ 

焦点距離 

飛行高度 

センサーサイズ 写真サイズ 

焦点距離 飛行高度 
＝ 

地上解像度 
写真サイズ 

カメラ解像度 
＝ 



検証（地上画素寸法について） 

空撮範囲の現況の高低差によって地上画素寸法が異なる 

→今回は最大で地上画素寸法1cmを満足するように飛行計画を実施 

 

○事前に現況高低差を把握しなければならない。 

○高低差によってはフライト回数が増加する恐れがある。 

9.8mm 

7.8mm 

高度（m） 地上画素寸法（縦：mm） 

60 7.8 

75 9.8 



地上画素寸法の計算 

センサーサイズ 

カメラ名 α6000 

センサーサイズ 23.5mm 15.6mm 

解像度 6000 4000 

焦点距離 30mm 

高度（m） 撮影幅（m） 撮影高さ（m） 地上画素寸法（横：mm） 地上画素寸法（縦：mm） 

50 39.2 26.0 6.5 6.5 

55 43.1 28.6 7.2 7.2 

60 47.0 31.2 7.8 7.8 

65 50.9 33.8 8.5 8.5 

70 54.8 36.4 9.1 9.1 

75 58.8 39.0 9.8 9.8 

80 62.7 41.6 10.4 10.4 

85 66.6 44.2 11.1 11.1 

90 70.5 46.8 11.8 11.8 

95 74.4 49.4 12.4 12.4 

100 78.3 52.0 13.1 13.1 



検証（地上画素寸法の確認） 

標定点サイズ：1m 

 

写真ピクセル数：120ピクセル 

 

地上画素寸法 

＝1000mm÷120 

＝8.3mm＜10mm 



解析結果比較（標定点） 

大林標準 i-Con対応 



解析結果比較（検証点） 

X Y H dH 

現場実測 86594.195 -82131.450 46.428 

大林標準 86594.196 -82131.426 46.436 0.008 

i-Conフライト 86594.176 -82131.446 46.434 0.006 

精度比較（検証点①） 

X Y H dH 

現場実測 86587.838 -82174.96 48.082 

大林標準 86587.828 -82174.958 48.075 0.007 

i-Conフライト 86587.890 -82174.982 48.121 0.039 

精度比較（検証点②） 



検証（ラップ率変更） 

飛行高度 焦点距離 地上解像度 ラップ率 飛行速度 飛行時間 

大林標準 60m 16mm 2cm 80-60％ 5m/s 約3分 

i-Con対応（ラップ率90%） 60m 30mm 1cm 90-60％ 1m/s 約30分 

i-Con対応（ラップ率80%） 60m 30mm 1cm 80-60％ 2m/s 約15分 

i-Con対応（ラップ率70%） 60m 30mm 1cm 70-60％ 4m/s 約7.5分 

○ラップ率により飛行時間に大幅な差が発生する。 



検証（設計データについて①） 

3次元設計データは測点ベースの骨組みデータのため、TIN等の面データに
出力した際は曲り区間は測点ごとに折れた形となる。 

 

3次元設計データ 

現況or計測データ 

誤差 

No.1 

No.3 

No.2 



検証（設計データについて②） 

3次元設計データは測点ベースの骨組みデータのため、TIN等の面データに出力した際
に不足する箇所が発生する。 

 

出来形比較時 設計TINデータ 

設計データ不足 







結論 

 地上解像度1cmの縛りがなくても、SfM解析では誤差が
大きく出ると言われている法面部で十分な精度が出てい
る？ 

 

 ラップ率が90％でなくても当社実施例による80％でも十
分な精度が出ている？ 

 

 よって、基準内にある「地上解像度1cm ラップ率90％」
という規定ではなく、「出来形誤差にはいれば飛ばし方
は問わない」という規定が望ましい！ 


